
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 本校では、子ども達に危機回避能力・危機対応能力を身に付けさせようと、火災、地震、津

波、不審者、落下物等に関する避難訓練を計画しています。避難訓練の中には、授業時間で行

う訓練もありますが、災害はいつ起こるか分からないので、教師等が側にいない、自分で判断

しなければいけない休み時間や清掃時間などに設定する、「ショート避難訓練」もあります。 

 昨日（5/19）は、2校時の休み時間に「ショート避難訓練（地震・津波）」を実施しました。

実施前の「学級の日」（5/9）に、安全主任の豊里真紀教諭から、「教室では？」「廊下では？」

「トイレでは？」などの具体的な避難方法や「自分のいる場所で身を守り、『おかしもち』を

守って、教室には戻らず、放送があったら静かしっかり聞きましょう。」と話がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 実施当日の休み時間には地震音と警報がなり、「避難訓 

練です。地震が発生しました。すぐ机の下など安全な場所 

に身をかくして下さい。」との放送が入りました。すると、 

運動場で遊んでいた子ども達は、お互い声を掛け合い、学 

級の日で教わった、頭を守る「ダンゴ虫のポーズ」をして、 

次の放送があるまで、自分で身をを守っていました。(*^_^*) 

 ご家庭でも防災について、お話ししてみて下さい。 
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危機回避能力・危機対応能力の育成 
～ショート避難訓練（地震・津波）の実施～ 

 

 

 那覇市教育委員会の取組である「小中一貫教育」。今年度も「児童生徒の発達の段階に応じた

キャリア教育の推進」のテーマの元、安岡中、曙小、安謝小、銘苅小及び本校の 5校が、授業

改善部…9年間の学びの連続性の確立、学級経営部…互いのよさを 

認め合う支持的風土のある学級経営、生徒指導部…生活規律を整え、 

学びに向かう集団づくり、特別支援部…自立に向けた児童生徒の個 

別の支援、と 4部会に分かれて、研究、実践を行っていきます。 

 第一回目の合同研修会では、前那覇市教育委員会の生徒指導担当 

だった、與世原朝史安岡中教頭による「いじめの対応について」の 

講話がありました。事例に基づいた討議形式で、大変有意義でした。 

 

 

 

第 1 回安岡中校区小中一貫合同研修会（5/17） 


